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「

上
記
の
諸
照
則
は
攀
純
に
響
く
か
，も
知
れ
'な
い
や
望
質
易
の
實
狀
を
檢
；

k

し
て
見
る
夂
こ
れ
，ら
す
ら
も
現
實
の
行
里
お 

>

v'x
精
神
に
'お

い

そ

、
，
屢
A
守
4
れ
な
か
つ
た
の
'で
あ
る
，
先
.

g
g

の

利

益

め

，
た
^
に
、(

後
進
國
め0

H

業

化

；

v

遲

ら

せ

'
る

努

力

が 

行
は
れ
たo

#
國
M

.の

の

^
fe
1
,に
、
と
と
に
，日
本
に
對
し
て
^
自
然
の
市
場
ガ
^

_
せ
G
れ
た
。
質
易
政
策
は
双
^

の
通
商
利
益 

を
考
慮
せ
ず
に
、；
一
方
的
.

y
：

樹
立
せ
ら
れ
た
。
麗
約
は
贫
颯
の
利
益
の
た
め
に
、
無
駄
せ
ら
れ
た
。(

し
た
が
つ
て)

上
匿
則
の 

.1

部

を

適

用

す

衾

总

も：

植
民
&

側
.に
對
しV

、

特

權

的

镄

强

ふ

る

事

H'

な
I

。
又
脆
S

或
は
利rU

的
I

、 

工
業
は
打
f

蒙
•き

.«.

.°
そ
れ
か
ち
從
來
支
那
.に
對

し

て

，
評

せ
k
れ
來
つ
た
_

上
.
經
濟
上
の
諸
聽
は
徹

f

れ
る
事

と
I

O

 

最
後
にr

日
本
の
輸
出
品
に
對
1
て
響
な
柳
ロ

.を
與
へ
る
事
は
、
そ
の
特
殊
’の
•緊
切
な
要
求
か
ら
し
て
、
現
實
に
解
狄
さ
る
べ
き
必 

萸
が
あ
る
パ
：

‘ 

、

•
- 

,
- 

•

パ
.
，

.
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.

-

;

い
づ
れ
に
し
て
も
規
洋
か
ら
の
.

_
收
奪
の
時
代
は
終
つ
た
の
、で
あ
る
。
，現
在
で
は
す
べ
.て
の
東
洋
諸
國
に
か
い
て
國
家
的
統
制
が
極 

度
に
進
展
し
"
東

洋

す

場

，
が
，
自

由

‘に
‘開
放
ざ
れ
る
事
も
、
望
み
少
く
，な
つ
た
と
見
ら
れ
る
、
若
し
も
そ
れ
-ら
が
^

^

_開
放
洚
1.
、
且 

つ
そ
W
對
外
質
易
統
制
が
健
.全
，
な

る

政

策

、

•の
上
に
樹
立
ざ
れ
る
な
ら
ば
ハ
極
取
と
.の
貿
易
は
以
亂
ょ
り|

層
{
S疋
I
し
、
公
於
な
も
の
，
 

I

t

'。
太
平
洋
質
易
の
新
發
坫
に
澍
す
る
定
則
を
見
出
す
事
は
-
決
し
て
簡
單
容
易
な
業
で
ぽ
な
い
が
、
し
か
も
そ
れ
は
最
近
の 

通
商
外
交
に
對
し
て
、
澉
然
た
る
桃
戰
を
意
味
す
る
も
の
”で
あ
る
0」

•
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一
.

近.
頃
我
國
に
於
て
は
.1
£

償
論
が
問
題
と
な
つ
て
來
て
居
る
。
統
制
經
濟
の
時
世
に
於
で
、
政
府
が
市
場
S

格
機
構
に
干
渉
す
る
に 

連
れ
て
、
商
品
の
惯
格
を
ど
う
し
て
定
め
，よ
う
か
と
先
づ
考
へ
^

る
を
得
な
‘い
。
又
政
府
が
或
方
针
に
從
つ
て
定
め
た
公
.定
僙
格
に
爱 

し
て
は
色
々
な
方
面
か
ら
是
非
の
儀
論
デ
起
つV

來
气
蓋
し
經
濟
が
政
治
化
さ
'れ
た
當
然
の
現
象
で
あ
る
。
實
際
社
會
の
'斯
様
な
變 

化
に
應
じ
て
經
濟
學
の.
內
部
に
も
亦
變
化
が
起
る
。
即
ち
經
濟
學
の
中
に
•
經
濟
政
策
的
要
素
が
浸
潤
し
、
理
解
す
る
經
濟
學
が
規
範
經
，
 

濟
學
に
移
ら
う
，と
す
るS

で
あ
る
。
蜃
論
如
岸
は
此
傾
间
を
示
す
代
表
的
為
I

る
。
之
ま
で
8

に
、
M-
格
は
如
何
に
し
て 

.
定
ま.
る
か
の
代
り
に
、
慠
栳
を
如
何
•に
し
て
定
む
ペ
き
か

e

問
題
と
‘な
る
、の.
で-
あ
を
。

.
、

」

.

,

班.
®
r-^
4

現
^

の
ド
ィ
ッ
に
吟
て
は
我
國
に
於
げ
る
よ
’り
も.
^ -
に
*'
盛

で

あ

り

-
、

此

方

面

の

研

究

は

®

、々
の
、著
書
や
論
文
.̂
な
つ
て 

幾
つ
か
發
表
ざ
れV

居
る
。
莫
內
の
或
も
の
は
旣
に
我
國
に
い
ち
早
ヽ
;<
紹
士
さ
れ
て
居
る
檨
で
あ
る
。
今
玆
に
紹
介
し
よ
う
と
.す
る
正 

賀
論.
は
、
ブ
ー
フ
ホ
ル
ッ
氏
の
擧
位
論
文
と
見
ら
れ
る
體
裁
の
も
(0
で
、
頁
數
に
し
^

七
十
數
頁
‘か
小
服
子
で
あ
石
。
著
作
の
¥ .
代
は
，
 

一
f l-
i
l一
六•
七
苹
頃
と
思
は
れ
、•
別
に
新
刊
、に
屬
す
石
も
の.•
で
は
な
い
が
、.
近
，時
我
が
國
に
淤
け
る
洋
書
入
手
難
を
思
ひ
、
簡
潔
にし

：： 

,

プ
！
ル
；ホ̂

ッ
.n
H-
倒
W
W;
何
かj  

、
‘ 

ニ

五

芄
-

C
S

二
七)



プ
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',§V
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JE
憤>/

は
^#
^
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•五
六

(

5.
八〕

て
§ ?

1
得̂

石
點
裏
づ
て
、-
敢
^ ,

て.
世

に

，紹

介
^ :

ょ
5,
t _

思
4
0-
r

、

■〜

：
、
<
,
:
、
，
；

 

-

.

全
體
の
結
構
は
、
先
づ
最
初
ち
21.

*

論
2

思#
^

1
;

^

、
次
に
w

«

論

0
；

學
說
^ ;

を
述
べ
て
現
代
ド
ィ
ッ-
の‘
疋
賢
論
呤
見
次
、
鋟
後 

の
ノ
ー
節
は
結
論
と
し
で
疋
價
の
定
翁
文
下
し
て
居
る
。

'• 

’ 

.
: 

, 

'  

?

パi 

/ 

,

:
.
 

‘•

.

原
著
書
は
*

正
義
の
■
理
念
が
‘い
づ
' 

の
時
作
に
於
で
も
聲
高
く
呱
ば
が
で
居
る
‘
に

也

枸

ら

ず

、
：
時

代

.

の_
變
遷
と
共.
に
興
內
客
%:-

常
に
異
：
 

に
す
る
こ
と
ヒ
指
摘
す
る
。
が
、-
然
加
V

猶
ほ
M-

義.
，
の

念

は

人

え

•
の
f t

心•.
に
潜
む
最
も
有
力
な
る
道
德
心
で
あ
っ
て
、
總
て
の
人
問
の. 

行
爲
は
道
德
‘な

襲
'
の

支

罕
<

祖
る
ど
見
>̂,

れ

令

ブ
.

丨
：フ
，ポ
が
ツ
ゆ
現
代
の
僂
格
‘
の
龙
義
と
は
、
ど
ぅ
い
ふ
内
容
*

ど
ぅ̂

ふ
’
意
. 

味
を
^

つ
て
居
る
か
を
明
^ '

し
ょ
ぅ
4'

す
る
0 '
‘
で
あ
る
0
'. 

' 

>
•
.

;

:
パ

• 

■' 

■

そ
の
爲
に
彼
は
先
づ
芷
價
論
の
‘
歷
史
加
ら
初
办P

、

，加
特
カ
敎.
の.
#,

举&

支.
® '

す
を
中
*

ひ.
正
價
論
«
_

ぞ
起
すO

 
.

此
時
代
に
於
.て 

は
、.
經
濟
は
勿
論
宗
敎
の
支
配
I

受
け
で
居
づ.
た
。‘
人
間
，は
神
の
，子
、
'
兄
弟
キ
リ
ス
‘
ト
に
近
附
く
こ
と
を
以
て
處
# '

上
の
第
-7

の
道
德 

と
考
へ.

人
々
は
敎
俞
の
'
戒
律
を
實
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
方
茴
に
實
現
す
1

れ
と
を
念
じ
て
居
っ
た
の
で
あ.
る
0

此

時

代

に

終

て

代

表

的

'な 

意
見
は
敎
父
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
や
ス
コ
ラ
锊
學
の
代
表
的
學
者
ト
ー
マ
ス
*

フ
ォ
ン
•

ア
ク
ィ
ノ
に
依
っ
て
示
さ
れ
る
。
敎
父
學
者
達
の 

意
見
は
主
と
し
ズ
ブ
ラ
ト
ー
ン
の
影
響
を
受
け
て
居
る
。
プ
ラ
ト
ー.
ン
は
正
義
の
名
の
不
に
物
低
、殊
に
生
活
必
耍
品
の
價
格
の
公
定
を 

要
求
し
-

物
の「

眞
實
の.」

價
値
に
從
っ
て
惯
格
を
定
む
べ
し
と
說
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
商
業
者
が
最
、大
の
利
益
を
得
ん
と
す
る 

努
力
の
如
き
は
當
然
非
難
さ
れ
る
。
ス
コ
ラ
锊
學
者
ア
ク
ィ
ノ
.の
聖
者
ト
ー
マ
寧
ろ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影
響
を
受
け
て
居
る

o

 

ア
リ
ス
ト
テ
•

レ
ス
は
交
換
に
際
し
て
，は
導
し
き
價
&

と
等
し
ぎ
價
値
が
交
換
さ
れ
典
ぼ.
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
說
い
た
最
初
の
學
者
で
•，
 

あ
る
。
但
し
此「

等
價」

.

の
寬
味
の
电.
に.
果
し
ズ
終
働
ど
費
用
が
含
^

^

$

居
っ
た
か
^

か
ぅ
は
問
題
で_
あ
る
。
聖
ト
！
マ
ス
，ば

「

正
義
' 

の
行
爲
は
各
人
に
各
自
，の
も
の
を
與
へ
る
こ
と
に
往
り」

.
•

と

說

い

た

の

，で

有

名

で

.

あ
る̂

i

此
意
味
に
從
ひ
、
經
濟
生
活
に
於
て
芷
價
と

は
,
k
寸
と
反
對
給
付
と
が
相
應
す
る
時
に
成
立
す
るo

、，勘
應
す
る
と
い
ふ
‘こ
と
、
等
愤
と
い
ふ
，ご
と
は
'
如
何
な
る
者
味
を
持
つ
か 

と

、
い
ふ
，
に

、

藉

者

は

、

そ

れ

^

-

‘
の
交
換
の
.結
果
が
£岛
時
の「

身
分
相
摩
の
坐
，活」

^

:̂ ®
す
る
に
足
り
、
' 經
濟
生
活
を
妨
げ
，な
く
續
け 

さ
せ
て
行
く
こ
ど
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
.を
標
準
と
し
て
居
る
と
判
斷
す
る
。 

.

' 
、

'
併
、し
價
格
の
'疋
義
，標
準
を
ば
、「

身
#

に
應
じ
た
生
活
の
標
準
に
求
.め
た
り
等
し
き「

內
在
的
價
値」

に
'求
め
’て
，も
、、
そ
れ
は
實
際
上 

.數
學
的
.
正̂
確
な
標
準
と
.
^
-
な
ら
な
い
。
寧
ろ
價
格
の
問
題
を
僧
値
の
問
題
.に
_移
し
て
-»
.反
つ
て
理
解
を
困
難
に
し
て
し
ま
つ
た
勸
が
： 

あ
る
の
.で
あ
る
。

• 

, 

' 

-

■プ
丨
フ
ホ
ル
ッ
は
中
世
の
宗
敎
的
價
格
觀
が
、
現
代
に
至
る
專
全
然
姿
裏
し
きQ

V

居
ら
ぬ
と
述
べ
、
塾
ト
1
マ
ス
以
後
の
發 

展
を
幾
人
か
‘の
學
奢
を
擧
げ
つ
、
略
述
す
る
。
即
ち
ス
コ
ラ
學
者
と
し
て
ダ
ン
-ス
•
ス
コ
‘ッ
ス(

G
g
s 

5
3

这
5)

-か
ら
現
代
ゎ
全
體
主 

義
ff
璺
を
說
く
經
蔣
學
者
シ
rl
パ
，ン(
S
p
a
n
n
)

に
至
る
間
に
、
ベ
シ
ュ(

p
e
s
c
h
)
o

ア
ダ
ム
•
ミ
ュ
ラ
ー

(A. 

M
g
e
r
.
)

ネ
ル
ー
ブ 

a

ィ1

一
ン
グ(

- ?11-Brewnillg)

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

、
- 

■

.

‘

,

十
八
世
紀
に
ぎ
つ
.て
自
卦
主
義
：一
自
然
电
義
の
經
.濟
釋
が
支
配
す
る
9
之
>に
依
れ
ば
：
神
文
對
す
客
信
仰
は
失
は
れ
な
_い
け
れ
ど
も
， 

神
に
對
す
る
解
釋
が
全
，く
中
世
と
■異
る
o 

.
神
に
上
つ
て
•創
ら
れ
た
る
自
然
秩
序
は
、
自
働
的
に
永
遠
の
自
然
法
則
に
依
つ
•て
動
い
て
ゆ 

i

人
間
は
敎
會
の
命
令
で
•活
動
す
る
必
，要
は
な
い
。，，Laisser fail;e,.laisser'passer, 

le m
o
n
d
e

 

vk 
a

o

 

s
i
s
s
m
e

て
.-

正
憤
と

は
自
甶
な
る
市
場
經
濟
に
於
で
形
成
さ
れ
る
自
然
價
格
ゼ
鈐
る
。 

ノ

'

.

.英
國
の
古
典
學
派
の
經
濟
思
想
に
"於
て
は
、K

ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
に
在
，つ
た
様
な&

と
自
然
的
秩
序
、に
對
す
る
一
.種
の
神
秘
的
信
仰

,

は
簿
れ
て
ゆ
く
。
此
故
想
に
在
っ
て
は
、
最
早
や
價
栳
の
正
_
は

問

題

に

、
な

ち

か

^

.經
濟
現
，象
は
、自
然
法
則
的
な
機
械
的
节
場
機
權

に
依
つ
て
定
め
，ち
れ
、
人
爲
的
に
永v

左
右
し
得
ざ
る
'所
.

6

自
然
的
價
格
が
一
定
す
る
と
古
典
學
派
の
人
々
は
考
，へ
る
。
自
然
的
價
格 

 ̂

. 

- 

■

.

’

ブ
I
ル
ホ
ル
‘
'ッ1正
俱w

は
何
か.J 

.
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四.
ニ 
0)

牌
彼
等
に
依
れ
ば
生
產
費
に
，依

. 0

て
定
め
ら
れ
る
^

^

に
外
私
ら
ぬ
>
 

载
し
贤
格
は
紙
て
生
婼
费
用
を
離
れ
て
永
く
安
定
し
得
な
^
か 

4

で̂

る
。
>+.

靡
費
に
1

致
‘
す
る
懷
格
こ
そ
は
彼
等
の
考
へ
る
芷
價
で
あ
ヴ
^ ;

此
自
然
的
M>

格
は
、
g

由
競
爭
'
と

究

全

，
な

る

契

約

の

. 

舀
由.
の
7 '

艽
於
て
の
み
成
立
す
る
。
被
等
に
在0

て
は
此
ニ
つ
の
條
件
は
芷
傲
を
保
證
す
各
必.
要

條

件

で

あ

つ

た

。

，此

點

は

r

M

格
^
 

ホ
觀
的
に
說
明
し
ょ
ぅ
と
'
企
て
^

ゥ
イ
ー
ン
學
派
に
在
つ
て
も
萄
り
は
な
い
。

以
上
の
宗
敎
的
並
に
自
由
經
，濟
购
疋
價
論
客
對
立
し
て
、
ブ
ノ
ワ
ホ
'ル
ッ
，は

政

治

的

正

價

論

を

擧

げ

る

。

マ
ー

力

x

チ
リ
ス
ト
の
由
心 

，
想

、

フ
イ
ヒ
テ

か

ら

，

カ

ジ

へ

ー
ゲ
ル
、
ア
ー
レ
ン
ス
等
の
自
然
的
思
想
を
指
し
て
い
ふ
社
會
盼
合
理

*

義

と

名

‘付

け

，ら

れ

る

思

想

： 

(

ゾ
ム
バ
ル
ト
の
說

)

並
び
に
現
，代
ド
イ
ツ
の
國
民
敗
會
主
義
の
思
想
の
三
つ
、が
之
に
屬
す
る
。
.

.

.，
重

商

生

義

思
.^>
の
^
面

-^
於
け
る
正
.價
論
の
.
.代
表

者

と

：し
.
.て
*
.
:
著
者
は
.ゾ
.：シ
；
_ネ
シ
：
フ
：
-
.ル
ス(sonnsfels: 

G
r
u
n
d
s
z
e

 

der 

^
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F
O
】izey-wissenschaft 

B
d
.
1
.
1
7
6
0
,
)

等
の
官
房
經
齊
學
潸
を
引
用
し
て
®T 

る
'。
此
，時
代
の
.疋
價
論
の
.特
微
は
、
當
時
獨
占
的
茭
配
力
を
强
く
し
て
，居
O'
た
組
合
c

N

g

f

t

)

に
乳
す
る
抗
議
で
あ
る
。
國
家
は
*組 

洽
の
獨
善
的
價
格
決
定
、に
對
し
て
取
締
り
を
嚴
し
く
し
、
國
民
の
生
’活
手
段
に
つ
い
て
適
正
な
る「

中
庸」

慣
楮
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
と
す
る
の
で
あ
る
-o
芷
當
な
る「

中
0」

債
格
と
は
，個
人
の
利
益
と
i

的
全
體
の
利
益
を
調
和
滿
足
せ
し
め
.る
も
の
で
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
。

' 

'

,

,

 

、
 

'フ
イ
，ヒ
テ
の
經
濟
思
想
の
，中
心
，は
、
各
人
に
分
に
應
じ
た
生
活
を
保
_
す
1
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
て
-
人
々
は
其
範
圍
A
に
於
て
正 

f

る
代
價
を
取
、得
し
‘、
國
家
は
又
人
々
に
之
を
保
證
す
る
芷
當
な
る
值
格
を
宛
め
る
.義
務
於
あ
る
と
考
4

.

ら
れ
る
0.
斯
か
吝
狀
態
が 

實
現
す
れ
ば
、
’各
人
：は
正
當
な
る
所
得
を
得
て
*

.

1
4

に
§

他
人
め
孃
牲
に
於
、て
_富
む
を
得
な
ぃ
こ
と
に
.な
る
ゎ
1
ぁ
る
。.

フ
ィ
ヒ
テ
の
'此
：考
へ
办
は
ぐ
百
年
後
に
於V

グ
ス
タ
ー
フ
、
ル
i
フ
ン
ト(Jusjaf.’R

u
h
l
a
n
d
)

に
依
つ
て
受
繼
が
れ
た
と
著
者
は 

見
る
。(

ル
ー
ラ
；ン
ト
と
は
、最
肐
ナ
チ
ス
が
霞
お
か
ざ
る
學
者
で
あ
る
。丨
專
ら
第
1
-次
の
；世
坭
大
戰
前
に
活
動
し
一
.九
一
四
年
逝
つ 

た

,0
現
國
務
大
S
ダ
レ
ー
は
彼
の
舊
著
を
一
九
三
三
ち
再
版
す
る
に
當
り
序
文
を
記
し
、
自
由
主
義
の
最
盛
時
に
、
'科
學
的
に
之
を
克
U 

，服
し
た
爲
め
反
つ
て
自
H1
主
義
の
爲k

無
視
^
れ
て
し
ま
つ
た
偉
大
な
る
經
濟
學
者
ル
ー
ラ
ン
ト
の
主
著
を
玆
に
複
刻
し
て
、

d

湖
に
廣
，
 

め
る
と
述
•ベ
たy

彼
に
^:
つ
て
も
.
疋
義
の
價
格
が
人
間
の
理
性
と
國
民
全
體
の
.福
祉
と
い
ふ
立
場
か
ら
’要
求
せ
ら
れ
た
。

.

自
由
主
義
.思
想
を
完
杀
に
克
服
し
.、'
_
&由
激
^
の
.
.正
義
を
否
觉
し
た
^
の
は
チ
チ
^
が
初
め
て
P
あ
る
と
箸
者
.は
い
ふ
。
ナ
チ
ス
の
、
 

精
神
に
ょ
れ
ば
、
國
民
全
體
に
必
要
^-
る
も
の
は
正
し
く
、
之
に
取
つ
て
妨
げ
と
な
る
も
の
は
不
芷
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
何
が
國
民
- 

の
爲
に
必
要
か
は
國
家
が
定
め
る
.0 

價
格
の
本
質
及
'び
正
義
の
規
模
は
目
的 

I 手
段
の 
立
場
か
ら
の 
み
理
解
す
る
と
士
f 
で
き
る
。 

目 

的
の
決
宛
は
政
治
の
範
圍
に
屬
し
、-
經
濟
は
紙
て
‘政
治
目
.的
達
成
の
爲
に
營
ま
れ
る
。
價
格
の
正
_
は
政
治
的
に
定
ま
る
。

.ブ
ー
フ
ホ
ル
ッ
は
此
場
合
ナ
チ
ス
の
政
治
思
想
が
決
し
て
個
人
的
惑
意
に
依
つ
て
萣
ま
る
も
の
で
な
く
國
民
經
濟
上
及
び
政
治
思
想 

上
の
'條
件
を
無
視
し
得
を
い
と
ふ
こ
と
を
注
意
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
又
ナ
チ
ス
.國
家
が
決
し
.て
ド
グ
マ
に
固
定
し
.た
も
の
で
な 

く
、
民
族
的
思
想
の
爲
に
各
種
の
變
化
し
た
手
段
が
採
用
さ
れ
る
，こ
と
を
特
に
指
摘
す
る
。
彼
は
經
濟
大
臣
フ
ン
ヶ(

H
e
r
m
a
n
n

 F
u
n
k
e
)

 

の
言
葉
を
引
用
す
る
o
即
ち
！

II 
く 

' 

,

•
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\ 

■ 

» 

r

國
民
社
會
主
義
の
經
濟
政
策
味
觀
念
的
に
は
、「

正
價」

と
い
ふ
4
の
そ
考
へ
れ
ば
根
本
的
に
定
め
ら
れ
る
。
.
芷
價
は
之
を
實
現
す 

.

.る
に
當
つ
て
全V

I

友
的
且
o'
理
論
的
な
©'
定
性
と
を
觝
へ
ず
、
寧
ろ
國
民
經
濟
的
權
造
に
適
#
^
ふ
餘
裕
の
廣
ぶ
が
充
分
に
在
り
、 

又
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
經
濟
政
策
上
の
手
段
の
時
代
性
と
い
ふ
1
の

を

ょ

，く

認

識
1
て
居
る
の
で
あ
る」

と
。
’、
.
'

 

芷
價
は
，
ナ
チ
'ス，
‘

1

想
に
‘於
て
斯
ぐ
の
如
く
觀
念
的
に
明
瞭
に
定
義
‘を
-下
さ
れ
て
居
つ
て
も
*
實
際
上
.の
問
題
と
し
て
之
を
見
'る

ブ
一
ル
ホ
ル
ッ
n
'
^
M
-'
s
r
J
w
to
^
J 

:

 

i
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.
ブ
ー
ル
.ホ
ル
ツ「

疋
傲
尤
^

&か
し
，
' 

■ 

> 

:
 

• 

I'

六p

 

'C

西
.ニ
ム1)

な

ら

ば
*
頗

る

意

見

，の

相

違
.が
.あ
.る
..の
で
?>
る
0 

•
‘ 

：

，

：

■

-

'

'

著
者
は
此
意
見
の
相
違
の
理
由
を
、
政
治
的
價
格.
の
，目

的

の

相

違

に

在

る

と

考

へ

^

。
著
者
、は.1

1:

十
三
箇
條
の
經
濟
政
策
上
の
目
的 

を
羅
列
し
、.
之
の.
内
の
何
れ
か
に
依
つ
て
龙
價
‘
の
根
據
を
明
に
し
よ
ぅ
と
す
る
わ
で
あ
る
.°
■ 

,

'
'
 

斯
く
の
如
く
し
て
：ブ
ー
フ
ホ
ル
ツ
の.
正
價
の
定
義
は
次
の
様
^

な
る
。
, 

'

4

或
>̂

價
格.
が
國
家
<0
;

定

め

た

政

治

目

的

の

達

成

、
.
.
國

策

本
 

つ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
疋
價
だ
の
で
あ
石」

と
。

.

.

、

. 

，

■

:

.

' 

.'
此
意
味
の
龙
價
は
必
ず
し
も
自
由
競
淨
、
價
格
や
需
要
供
給
の
ー
カ
办
作
用
す
る
猜
格
を
.否
定
す
'る
と
社
限
ら
な
い
0 
.市
場
に
该
成
さ 

れ
る
價
格
が
全
體
の
•^
益
に
貢
撒
す
‘る
も
の
で
あ
る
な
ら
找
>
此
價
格
も
亦
正
價
で
あ
る
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
國
W
が
金
部「

公
益 

.は
來
益
に
.優
先
す
い
と
.い
ふ
道
镩
に
從
つ
て
自
發
的
に
行
動
す
る
樣
，に
な
れ
ば
、；
最
早
や
國
家
の
や
か
ま
し
い
‘規
律
や
價
格
干
涉
が
な 

く
て
も
濟
む
よ
ぅ
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。 

,

が
併
し
そ
れ
ま
で
は
、
國
家
は
國
策
の
遂
仔
上
價
格
形
成
に
干
渉
し
、
疋
.價
.の
成
立
に
努
め
な
.け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
方
法
と
し
て
ブ 

1
才
ホ
ル
ツ
は
次
の
觀
な
種
類
を
列
*擧
す
る
。

ノ

 

‘ 

- 

:
' 

,

.

1

、
■
風_

は
自
由
市
#

の
價
格
形
’
成
に
影
響
を
與
へ
る
。
•
‘ 

'

1

•

:

.

ニ
、
國
家
ば
自
由
市
場
の
價
凇
形
成
を
停
止
す
る
0.

敗
ニ
の
場
合
は
次.
の
樣
に
區
^

さ
れ
る
0

‘ 

 ̂

.

 

ヤ

國

家
.

は
標
準
^ :

格
を
指
定
す
る
、
又

は

:

,

ゾ
’ 

.

、

:
'
,
B、.最

高

惙

格

を

定

め

る

、
：又

は

：」

；
：
/
.
•

.

v

.

:

.

,

.

'

し
：：
 

.

.

.

.
く
-
: 

: 

. 

. 

.'•
- 

/ 

'

C

、.
最
俾
懷
格
を
定
め
る
、
又
.は

■ 

\
 

」

D
、<
固
宠
價
格
を
定
め
る 

此
等
の
值
格
次
定
法
は
當
然
其
目
的
に
應
じ
て
適
當
.に
.採
用
さ
れ
な
け
れ
ば
:^
ら
故
い
。

ブ
ー
フ
ホ
ル
ッ
は
、
價
袼
公
定
の
最
底
の
眼
界
が「

政
治
的」

限
界
消
費
者
の
需
要
即
ち
國
民
全
體
の
爲
か
ら
見
て
充
足
さ
れ
ね
ば
な 

ら
ぬ
最
少
必
要
限
度
の
需
要
に
あ
り
、
其
最
高
限
度
が
生
產
者
の
認
め
る
生
淹
費
旧
に
僅
少
の
適
芷
利
潤
を
加
へ
た
る
程
度
に
あ
る
と 

荐
へ
て
居
る
。
併
し
生
產
費
用
と
い
ふ
も
の
を
眼
界
の
標
準
に
提
出
す
る
時
、
混
亂
が
起
る
。
盖
し
牛•！

：'

費
用
は
元
來
企
業
に
よ
り
又 

，時
期
に
よ
り
實
に
千
差
萬
別
だ
か
ら
で
あ
る
。
或
學
者
は
生
產
費
を
規
準
に
し
て
價
格
を
公
定
す
る
に
絕
望
を
感
’じ
て「

賢
紫
の
石」

を
. 

探
す
無
益
な
努
力
に
例
へ
る
の
で
あ
る
.0
著
者
自
ら
は
、
決
し
て
絕
望
し
な
い
。
紙
上
の
議
論
に
依
つ
て
は
標
準
的
生
淹
費
を
計
算
す 

る
と
と
が
出
來
ぬ
と
し
て
も
、
實
際
問
題
に
就
‘て
之
を
解
決
す
る
上
，と
が
で
き
る
と
力
ん
で
居
る
。
机
上
論
を
爲
す
限
り「

正
價
と
は 

H
に
訐
算
し
得
ざ
る
も
の
、
計
算
で
あ
る」

と
。 

f
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ザ

ブ
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ル
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